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（１）学校と家庭が連携したキャリア教育

①家庭・保護者に期待される役割

ア 家庭は、子どもの成長・発達を支え、自立を促す最も重要な場です。

イ 幼少期から生活環境を定着させたり、子どもに家庭での役割をもたせることにより、望まし

い勤労観・職業観を育てることが大切です。

ウ 学校での出来事や将来についてなど、子どもの話をよく聞き、自己肯定感をもたせることが

大切です。

②連携の在り方

ア 小学校段階では、遊びや家の手伝い、学級での係活動、勤労生産的活動等の中で、自分の役

割を果たそうとする意欲や態度を家庭とともに育てていくことが大切です。

イ 中学校段階では、キャリア教育への直接的・間接的な協力を家庭に求め、「職業人インタビ

ュー」「職場体験活動」に直接参加してもらうほか、情報の提供をお願いすることも有効です。

職場体験活動期間中は、保護者にとって、働くことの厳しさや楽しさについて家庭と語り合う

絶好の機会となります。

ウ 高等学校段階では、学校が「自叙伝」や「未来予想図」など生徒が保護者から話を聞く機会

となるレポート課題を出すなど、家庭での対話を意識的に促進することが考えられます。また、

職業理解講座の講師を務めたり、インターンシップ先を開拓したりするなど直接的な協力も可

能です。

※参考：文部科学省『小学校キャリア教育の手引き』『中学校キャリア教育の手引き』『高等学校キャリア教育の手引き』

・職業人インタビュー ・職業人の講話

・職場見学・体験先の開拓 ・インターンシップ先の開拓 など

・家の手伝い、家事分担 ・子どもの長所や成長について

・保護者の仕事について ・将来の仕事とその準備についてなど

家庭におけるキャリアにかかわる対話等の促進

保護者による、学校のプログラムへの直接の協力

・学校便り、学校HP
・保護者会

・授業参観、学校公開

・進路説明会

・三者面談 など

学校からの情報提供に

よる共通理解の構築

学校での活動を学校と家庭それぞれの立場で認識し、連携・協力して

実施していくことが何より大切です。また、学校が家庭での会話のきっ

かけになるような資料を作成し、各家庭に配布することも連携の促進に

効果的です。

ポイント
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平川市立碇ヶ関中学校が「明日へはばたけあおもりっ子キャリア教育推進事業」の研究指定

を受けた際に発行した学校だよりです。
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「夏休みお手伝い大作戦」による家庭との連携例
平川市立碇ヶ関小学校

■ポイント

・保護者に学校のねらいを学校便り等で伝えています。

・保護者と共に学校も子どもの取組を褒め、成就感、自己有用感を与えています。

・振り返りカードを掲示し、自分たちのがんばりを学級等で共有させています。

１ ねらい

夏休みを利用して、普段、家族がしている仕事に触れる体験を通して、自分のよさや誰かのために

働く喜びに気付かせるとともに、働くことへの意欲を高める。

２ 取組の様子

３ 取組の成果

・ 一つの手伝いをやり遂げたことにより、充実感や爽快感を味わって、もっと他の

こともできそうだと可能性や意欲を見せている。

・ 継続して取り組んだことにより、今までやっていないお手伝いに取り組んでみよう

と取組に広がりが見られた。

・ いつもは家族にやってもらっていたことの中に、自分でできることが

あることに気付いた。

・ 言われる前にお手伝いしたところ、親に褒められ、自分がやった実感

と喜びを感じた。

・ 家族が喜んでくれる姿を見てこれからも続けてやりたいと思った。

・ お母さんからこつを習っているうちに、うれしさと感謝の気持ちがわ

いてきた。

「とてもおいしそうで

すね、お母さんに感謝し

ている優しさがすばらし

いです」と先生が称賛の

コ メ ン ト を 添 え て い ま

す。

振り返りカードを廊下

に掲示しています。冬休

みも同様の取組を実践し

ています。

成就感や自信

を得たことによ

り、さらにお手

伝いに対する意

欲が旺盛になっ

ています。

ポイント

ポイント

ポイント
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「家族のお仕事インタビュー大作戦」による家庭との連携例
平川市立碇ヶ関小学校

■ポイント

・保護者に学校のねらいをお便りで伝えています。

・働くことの意義を実感させています。

・子どもの気付きを保護者と先生が共感・共有しています。

１ ねらい

児童が接する最も身近な存在である家族の仕事に目を向けることにより、自分たちの生活は家族一人

一人が働くことによって支えられていることに気付き、感謝の気持ちをもつとともに、自分も将来働く

ことを通して、誰かを支える人になろうとする意欲を育てる。

２ 取組の実際と様子

３ 取組の成果 家族へのインタビュー記入例 保護者へのお便り

・ 普段はあまり仕事が大変だとは言わないので、初めてインタビューして

知ることができました。

・ 仕事をする中では、いろいろな人のことを考えながら進めなければなら

ない苦労や、お礼を言われる喜びがあることを知りました。

・ 仕事には時間や交代制などいろいろなきまりがあり、その中で苦労して

いることを知りました。

・ 外の仕事で疲れて帰ってきているのに、自分たちのために笑顔を見せて

家の仕事をしてくれることに感謝の気持ちをもてました。

・ 子どもに関わる仕事の苦労を聞いて、自分でもこれから困らせる行動は

しないように気を付けようと思いました。

「お母さんは人

を助ける仕事が好

き」という気付き

を得ることができ

ました。

「勤労感謝の日」の

趣旨である「勤労を尊

び、生産を祝い、互い

に感謝し合う」から、

「働く」ことを考える

企画を計画しました。

そのねらいは、達成で

きたようです。

ポイント

ポイント
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保護者と生徒を啓発する学校便りの例
大間町立大間中学校

■ポイント

・校長がリーダーシップを発揮し、率先してキャリア教育を推進しています。

・学校便りにキャリア教育について記載し、保護者や生徒へ継続的に啓発しています。

校長先生の願い・ねらい

インターンシップで中学校に来ていた

高校生の感想を紹介しています。

この感想の後に、校長は、「よい話だ

と思います。ちょっとは自分のやりたい

ことを我慢して、自分の将来のために何

かをし続けることが、皆さんには大切な

ことだと思います。」というメッセージ

を送っています。

生徒の活動を保護者や地域の方々に広

く知らせることで、教育活動に対する理

解を一層得られるようにしたいと思って

います。また、キャリア教育への理解も

一層広まればと願っています。

校長自ら、職場体

験先の方と会い、生

徒の様子について取

材し、体験の成果を

紹介しています。

「挨拶」「返事」「身だしなみ」が、

社会人として必要なことを繰り返して

強調しています。

ポイント

ポイント

高校生の感想を学校便りで紹介
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自立と学力向上を目指した「チャレンジシート」
大間町立大間小学校・大間中学校

■ポイント

町ぐるみで、小・中が連携して家庭との連携を強化し、児童生徒の自立と学力の向上を目

指し、町の将来を担う人材の育成を目指しています。

『 チャレンジシート』作成の趣旨

大間地域では、児童生徒の基本的な生活習慣をより定着させ、家庭の理解と協力をさらに得るために、

大間町学力向上研究会（大間町の全ての小中学校の教頭が構成員で大間町教育委員会が主催）を立ち上

げ、「自立と学力の向上」を目指して、家庭と連携するため「チャレンジシート」を作成しました。

テレビ、ゲーム、

ケータイ、パソコン

などにかかわる約束

を守ることを目的に

しています。

「早寝・早起き

・朝ご飯」など基

本的生活習慣の定

着を目的としてい

ます。

自立を促すため

に、自分でチャレン

ジする項目を自己決

定させるようにして

います。

ポイント

ポイント

ポイント
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（２）学校と地域が連携したキャリア教育

①地域に期待できる役割
ア 小学生に対して

地域への行事の参加や職場見学など、学校を中心とする地域との関わりを通して、自分と地
域についての理解させることが大切です。
【活動例】
まち探検、自然体験、農業体験、町内会・子ども会活動、地域清掃・環境活動、職場見学
受け入れ、職業人の出前授業、公民館活動 など

イ 中学生に対して
職場体験や地域行事への参加などを通して、地域の一員としての自覚を得させるとともに、

将来の生き方、進路を考えさせる契機とさせることが大切です。
【活動例】
農業体験、ジュニアリーダー活動、地域ボランティア活動、職業人の出前授業、職業調べ、
職場体験受け入れ、公民館活動、マナー講話、大学探検 など

ウ 高校生に対して
インターンシップや地域行事への責任ある参加など、異年齢の人々との交流や社会参画の機

会を通して、地域の一員としての自覚を高めさせるとともに、リーダーシップやコミュニケー
ション能力を養うことが大切です。
【活動例】
地域ボランティア活動、職業人の出前授業、キャリアカウンセリング支援、インターンシ
ップ受け入れ、公民館活動、住民対象の講座、専門学校・大学との連携 など

②連携の効果
ア 児童・生徒、学校にとって

○自己理解を深め、職業に対しての興味・関心を抱かせ、望ましい勤労観・職業観を育成
することができます。

○社会的なルールやマナーを体得し、実際の職場で求められている仕事への姿勢と社会で
必要な知識や技能を学ぶことができます。

○学校の学習と職業との関係について理解を深めることができます。
○教職員の視野が広がるとともに、開かれた学校づくりを推進できます。
○地域の教育資源(人材面・施設面など)の幅を広げることができます。

イ 地域・企業にとって
○学校や児童・生徒の理解を促進することができます。
○地域が一体となって児童・生徒を育てようという機運が醸成され、地域の活性化と教育

力の向上を図ることができます。
○次代を担う人材の育成が図ることができます。
○職場の活性化が図ることができます。
○社員教育の向上が図ることができます。
○地域の活性化に貢献でき、企業・産業界等のイメージアップを図ることができます。

③連携の進め方(留意点等)
ア 学校から、キャリア教育の取組など教育活動について、地域に向けて積極的に情報発信する

ことが重要です。→学校便りの地域への配布・回覧など
イ 管理職をはじめ、教職員が地域の会合・行事等に積極的に参加することが大切です。
ウ 学校行事(卒業式・文化祭など)、参観日等に地域の方々に出席してもらう工夫をすることが

大切です。
エ 地域の行事へ児童生徒を積極的に参加させ、キャリア教育の視点で活動させることが大切

です。
オ 地域でのキャリア教育を推進させるために「キャリア教育地域推進連絡協議会」などを設置

することが大切です。

※参考：文部科学省『小学校キャリア教育の手引き』『中学校キャリア教育の手引き』『高等学校キャリア教

育の手引き』『キャリア教育の更なる充実のために－期待される教育間委員会の役割－』



―  91  ―

地域とふれ合う「関小配達おまかせ隊」

（Sekisyou Haitatsu Omakase Tai：略称SHOT）

平川市立碇ヶ関小学校

■ポイント

・地域・保護者に学校のねらいをお便りで伝えています。

・事前指導をしっかり行っています。

（あいさつ、お話の仕方 ・不在の時の対応の仕方 ・安全のための約束）

・安全面や責任感の醸成を意識し、配達先を１人１か所に固定しています。

１ ねらい

（１）学校の手紙類を児童の手で直接届けることによって、地域の方々と触れ合う機会が増え、地域に対す

る親しみを深めさせることができる。

（２）挨拶や届けるときの話し方などを学び、実際に活動することで、コミュニケーション能力を高めるこ

とができる。

（３）責任をもって役割を果たす体験を通して「はたらく」ことの大切さに気付かせることができる。

２ 取組の実際

学校通信を配達している児童

３年生以上の児童から「関小配達おまかせ隊」 略称（ ）；ＳＨＯＴメンバー を募る

地域・保護者に「関小配達おまかせ隊」の趣旨を理解してもらい、メンバーの保護者の了解を得る

学校通信等のお手紙の届け先に趣旨を理解してもら

「関小配達おまかせ隊」の児童に委嘱状を出す

活動

年度ごとに児童のメンバーを更新または継続させる

結成式

私たち，SHOTメンバーは，関
小だよりや学校のお手紙などを
「安全・笑顔・正確」をモットー
に，地域のみなさまにお届けし，
学校と地域をつなぐ大切な役割を
責任をもって果たすことができる
ようにがんばります！

平成24年度初代SHOTメンバー
がんばります！

委嘱状授与 代表のことば

これからお届け
にいきます！

笑顔でごあいさ
つしますよ～！

あいさつの仕方など事前指導を入念に行う

保護者へのお知らせ
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３ 取組の成果

・地域の方々とのふれあいが増え、人間関係形成・社会形成

能力向上の一助となった。

・自分の役割に責任をもち「はたらく」ことの体験を通して、

自己有用感を育むことができた。

事前指導に使った

「心得」と「あいさつの仕方」

ＳＨＯＴメンバー結成式・委嘱状交付

届け先への

SHOTメンバーについて

SHOTメンバーの心得

SHOTメンバーあいさつ１

SHOTメンバーあいさつ２

お知らせ

モットーは安全・笑顔・正確

ポイント こころえ
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出前型キャリア教育「きらめきタイム」講演会
平川市立碇ヶ関小学校

■ポイント

・講師との事前の打合わせをしっかり行い、ねらいを共有しています。

・お話だけでなく、実演や映像を盛り込むなど低学年にも配慮しています。

１ 「きらめきタイム」のねらい

夢をかなえた方を招いてお話を聞く講演会や、「はたらく」ことの意義を知る学習会を通して、自分の

将来に夢や希望をもってがんばろうとする態度を育成するとともに、身近な地域の方を講師として招く

ことで、自分たちの地域を誇りに思う心を育てる。

２ 取組の実際(平成２４年７月実施)

地域の人や地元出身の方にお願いし、平成２３年から、年２回「きらめきタイム」を実施しています。

山田さんへの依頼の手紙

平成２３年７月実施

アップルファクトリージ

ャパン(碇ヶ関)
社長 大湯知己さん

「人のために役立つ仕事をしたい」という夢をかなえた消防士さん

救命救急士 山田顕儀さん

碇ヶ関消防署
いかりがせきしょうぼうしょ

や ま だ あ き よ しきゅうめいきゅうきゅうし
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平成２３年１２月実施

成田専蔵珈琲店

社長 成田専蔵さん

(碇ヶ関古懸出身

平成２４年１２月実施

平川市ゆるキャラ５兄妹

とき

「夢は変わってもいい。変わりながらもある程度の目標を決めたらその

目標に向かって頑張ってほしい！」

王林

「夢に向かって一生懸命に頑張るのは楽しい。必死になれることや自分

に合った道を探して、あきらめずに進んでいってほしい」

樋川

「夢は変わってもいい、一度あきらめても、またやりたくなった時戻れ

ばいい。好きなことを仕事にするコツは、自分の好きなことで周りの人の

役に立つこと感謝をされること。そうすれば好きなことが仕事になり、ハ

ッピーな人生になる」

山田さんには、子ども時代の思い出や消防士になろうと思ったきっかけ、消防士の仕事につ

いてのお話しやこれからの夢を先輩として語ってもらうよう事前にお願いしておきました。

平成２５年７月実施

リンゴミュージック社長

樋川新一さん

りんご娘(とき・おうりん)

ポイント

食の大切さを伝えるために
ゆるキャラ５兄妹が学校訪問



―  95  ―

地域行事「たけのこマラソン大会」の運営を担った活動

平川市立碇ヶ関中学校

■ポイント

キャリア教育の視点から、生徒にどんな力を付けたいのか、ねらいを明確にしています。

１ ねらい

・地域行事に参加することにより、地域活性化に貢献する活動を通して、碇ヶ関地域に愛着をもち、碇

ヶ関地域のために尽くそうとする心情の育成を図る。

・たけのこマラソン大会への協議参加・運営協力を体験活動の場として、自己を生かし主体的に課題を

解決しようとする態度や互いに協力し合うことで、よりよい人間関係を築こうとする態度を養う。

《キャリア教育の視点から》

２ 取組の実際

数人容内事仕係たし当担が徒生

①競技参加＋応援係 マラソン参加と応援 13

回巡場会て着をみるぐ着のんく子っけた係務総② 2

助補彰表、備準式彰表付受＋係彰表③ 6

④本部給水係＋受付 競技後の選手への給水サービス 6

⑤たけのこ汁係＋受付 たけのこ汁配膳、洗い物、ゴミ処理 6

⑥コース係＋受付 ゴール前で正しいゴールゲートに誘導 6

⑦着順整理係・ゴール通告係＋受付 着順に整列させ、完走賞の配付 8

※縦割り班を基本に役割を分担し、教師もそれぞれの係を担当。

３ 取組の成果

・従来から参加している地域行事をキャリア

教育の視点で見直すことができた。

・キャリア教育の視点で見直すことによって

どんな力を育てるのか共通理解できた。

・キャリア教育の視点から生徒に対しての評

価をすることができた。

・「地域のためにはたらく」「地域の行事に進ん

で参加する」取組によって、「ふるさとを誇

りに思う気持ち」を培うことができた。

①体験的な活動を通して、自己存在感・自己有用感をもたせる。

②郷土のよさを知り、郷土への愛着と誇りを思う気持ちの育成に努める。

③地域社会との「横の連携」により、地域の方々とコミュニケーションを取りながら、共に働くこ

とにより、勤労観の育成や人間関係形成・社会形成能力の育成を図る。

碇

ヶ

関

小

学

生

は

競

技

に

全

員

参

加

たけのこ汁を準備する生徒

マラソン大会前には、幼

保小中連携によるマラソン

コースの「クリーン作戦」

が行われました。

たけっ子くん
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弘前実業高等学校の卒業生と

在校生・碇ヶ関中学校生徒との進路懇談会
青森県立弘前実業高等学校

■ポイント

・地元に進学、就職した卒業生を活用しています。

・卒業生との事前の打ち合わせや生徒への事後指導がしっかり行われています。

・生徒の自己理解を深め、進路に対して関心を高めています。

１ ねらい

県内（地元）に進学または就職し、活躍中の卒業生との懇談等を通し、進路達成への意識の高揚

と職業観の育成を図る。

２ 取組の実際

日時 平成２４年６月１３日(水)１３：４５～１５：１０(毎年実施)

講師 ２２年度卒業生・県内（地元）就職者 ２２年度卒業生・県内（地元）短大・大学進学者

青森県教育厚生会、角弘、町田＆町田商会、 弘前大学、弘前医療福祉大学、東北女子大、東北

なかやま、加賀屋食品、メゾン 女子短期大学、青森中央短期大学

対象 本校２、３年生就職・公務員希望者 本校２、３年生進学希望者

碇ヶ関中２、３年生

館育体一第館育体二第所場

全体会の様子と講師を務めた１２名の卒業生

・早い段階で、自分の将来について具体的な目標を立て、社会の現実を視野に入れなが

ら、実現のための努力をしてほしい。

・社会の厳しさを知り、社会へ出たら何が必要であるか理解してほしい。

・自分を振り返り、長所を伸ばし欠点克服の努力をしてほしい。

・コミュニケーション能力、忍耐力や協調性が必要であることを理解してほしい。

・働くことや学ぶことの意義を理解してほしい。

＜先生方の願い＞
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３ 取組の成果

・「自分自身を大切に思う気持ち」「自己をみつめる力」「つながる力」を培うよい刺激となりました。

・卒業生(就職者)にとっても、自分の職業や社会について振り返るきっかけとなった。

・大学生にとっても、今までの自分を振り返ることにより、社会的・職業的自立のきっかけとなる経験

ができた。

「高校生活がとても楽しかったんだなあと

思いました。自分は進学するつもりです

が、今がとても大切な時期だということを

忘れずに生活したいです。」

「働くことの楽しさや大切さを聞けた。」

在校生より 中学生より

「大卒後の進路を考えて選択を。」

「英語の力が必要。」

「どの学校に進学すれば、自分の将来の目標が

達成できるか調べることが大切。」

「興味・関心のある学科を選択してほしい。」

「大学の学習内容やその後の進路先をしっかり

調べて選択してほしい。」

「基礎学力を身に付けること。」

「自分の将来の目標達成のためには日々努力し

なければならない。」

卒業生（進学）からのメッセージ

卒業生（就職）からのメッセージ

「本気でやってみることが将来必ず生きる。」

「働いて面白いことは、自分で働いたことによって収入

を得られる喜びがある。」

「自分だけでなく家族やお客さんを幸せにできる。」

「会社に行っても元気が大事。」「笑顔が大切。」

「将来は必ず働くことになるので今のうちに勉強したり

遊んだり充実させてほしい。」

「同じミスは会社では許されない。」

「部活の経験が役に立つ。」

「自分の失敗が会社の不利益になる。」

「ポジティブな考えが大切。」

「働くということは、人の役に立ちたいという心が必要

であること。」

「社会の一員としての自覚が大切であること。」

「周りに対する気遣いが大切である。」

「社会の厳しさを知ることができた。」

「社会では学校生活以上に協調性の忍耐力が必要。」

「不得意なことでも自ら進んで取り組んでいかなければならない。」

「今までの自分の行動が甘かった。」

「毎日の学習の積み重ねが大事。」

「資格取得が必要。」

「今までの自分を振り返り、短所を克服しようと思った。」
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生徒を指導者とした日商簿記３級検定対策講座
青森県立弘前実業高等学校

■ポイント

検定の設問別に講師の生徒を振り分け、その設問のエキスパートとし、活用力の向上を

図るとともに、地域に貢献しようとする態度を養っています。

１ ねらい

・学んだ知識を地域へフィードバックすることで、さらに簿記に関する深い知識を身に付け、自ら考

え問題解決できる能力を育てる。

・基礎入門講座ではなく、受講者の日商簿記３級検定の合格をめざす。

２ 取組の実際

①講習内容；日商簿記の３級の検定対策

《仕訳、補助簿・勘定記入、計算表及び財務諸表作成、精算表など》

②講習期間；１０～１１月中 ２時間(１８時～２０時)×８日

(平成１７年より毎年実施されている)

③講習場所；青森県立弘前実業高等学校 多目的室

④受講者数；約２０名(定員３０名)

⑤申込方法；電話、メールで商業科担当教諭に申し込む

⑥講習会担当生徒；商業科３年生徒(２級取得者)

⑦講習料；無料

⑧「広報ひろさき・情報 information」でも募集

３ 取組の成果

・基礎的・汎用的能力の自己理解・自己管理能力、課題対応能力の向上が図られた。

・毎年恒例となっているので、ニーズのある市民から好評を得た。

商業科担当教諭

弘前実業高校の商業科の生徒

が指導者となり、日商簿記３級

の講習会を実施します。２級を

取得した生徒が、皆様の合格を

サポートさせていただきます。

奮ってご参加ください。

教えられる側から教える側に立つのはとても難しく、何度も台本を書き直したり、解りやすく説明

できるように努めました。自分でもあやふやだったり、よく理解していなかった部分が分かり、簿記

についての理解を一層深めることができました。将来は１級を取りたいので頑張ります。

一生懸命教えているのが伝わっ

てきているので、自分も頑張ろ

うと思いました。 （受講者の声）

３年生が取り組む課題研究の一つで、教える側になって初めて分かるこ

ともあるのでいい勉強になっています。

ポイント

問題を一緒に解

いてみましょう。

質問はありません

か。問題文は長い

ので一文ずつ読み

ましょう。
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４ その他の取組

青森県立弘前実業高等学校では「日商簿記３級検定対策講座」の他に、地域と連携したキャリア教育

の取組として次の取組を実践しています。

(１) 弘大・弘実・商工会議所「ビジネス」シュミレ (２) 弘前大学農学生命科学部開講「アグリ・カレッ

ーション授業～高・大・商連携起業家育成カレ ジ」への参加

に主◎加参のへ ～ジッ 「ふるさとを誇りに思う気持ち」「つながる力」

◎主に「未来とつながる力」の育成を目指している。 の育成を目指している。

(３)家庭科学部による地元農産物を加工した商品開発と販売体験

◎主に「ふるさとを誇りに思う気持ち」「創り出す力」の育成を目指している。

(４)「津軽姫」の弘前観光ボランティア活動

◎主に「ふるさとを誇りに思う気持ち」「つながる力・動く／生かす力」「創り出す力」の育成を目指し

ている。

【青森県「高校生おもてなしプロジェクト」の一環として実践しています。】

弘大・弘実・商工会議所連携「ビジネスシミュレーション」授業
高・大・商連携 起業家育成カレッジ

目的 高校・大学・地元商工会議所が連携し、
高校生と大学生との合同研究をとおして
、 自己の将来を考えさせるとともに地域
に貢献できる人材の育成を図る。

日時 毎週金曜日：14：20～17：30

場所 弘前大学

出席生徒 弘前実業高校 2年生「マーケティ
ング」選択生徒17名
弘前大学学生 2年生 約40名

【協 力】弘前商工会議所

おどろき桃の木コンフィチュール レトロポーク弘実ナンバそぼろ

弘実ナンバ旨みだれ 食べる清水森ナンバみそ

高校生おもてなしプロジェクトとは・・新幹線開業にあたり、これからの青森県の元気を担う高校

生が、多様な機関、活動団体と恊働し、自分たちのふるさと“青森”の豊かさ・温かさを全国に向け

発信します。高校生が活動の中心となり、青森の豊かさ・温かさを“おもてなし”し、郷土青森県の

一人であることを自覚し、地域づくり・まちづくりに関心を持つきっかけにするプロジェクトです。

アグリカレッジへの参加

弘前大学農学生命科学部での講義

目的 将来の地域農業・農村地域
担い手を育成

対象 県内農業高校２学年生徒
本校生徒７名参加

本校生徒へのアンケート
地域への関心が高まった ７名
担い手となる生き方を考えた ７名
進路を考える機会になった ５名
進路実現のための課題を考えた５名

課題
進路の検証

弘実「ものづくりプロジェクトチーム」で

は、家庭科学科が中心となり地元・弘前の

「清水森ナンバ」を利用した商品開発に取り

組みました。「清水森ナンバ」の栽培は農業

経営科、パッケージデザインは、服飾デザイ

ン科、商品ネーミングは商業科が担当し「弘

実ナンバ旨みだれ」を開発しました。「食と

産業まつり」で販売しました。

目指していた以上のものができまし

た。ここまでおいしいものが作れたと

いう驚きと達成感があります。

商品開発リーダーの声
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①弘前の歴史と文化を学び、その知識を活用しながら活動することによって、郷土を愛する心を養うと

ともに情報活用能力や課題対応能力を育てる。

②関係機関等と協働するとともに、観光客や関係機関の方々と接することにより、コミュニケーション

能力を高める。

③学校と地域が連携して、生徒の社会人基礎力を育て、地域に貢献する人材を学校教育と社会教育の両

面から育成するとともに地域活性化に貢献する。

第４回全国高校生「観光甲子園」に応募し

た時のプランシートより一部紹介します。

観光客に配布した観光パンフレット

商業科と情報処理科の生徒で結成

ねらい

連携した関係機関

弘前青年会議所、弘前市観光コンベンション協会、弘前

市役所農林課、ＦＭアップルウエーブ、弘南鉄道など

これまで、私たちは自らを「津

軽姫」と名乗り、地元・弘前につ

いて学んだ知識を活用して、観光

パンフレットを作り、着物姿で観

光客へ配布するといった観光ボラ

ンティア活動をしてきた。観光甲

子園の存在を知り、今まで調べて

きた弘前の魅力が詰まったコース

を提案し、私たち自身も観光ガイ

ドとしてプランへ協力し全国へ向

けて発信することで、自分たちの

幅を広げ、学んだ知識を実践に生

かせると思い応募した。

高校生による観光プランコンテスト「第

５回全国高校生観光甲子園」では、弘前実

業高校の和装ボランティア「津軽姫」のプ

ランが、特別賞のＮＨＫ神戸放送局長賞を

受賞しました。

津軽姫とは・・・弘前実業高校商業科と情報

処理科で結成された、初代弘前藩主津軽為信公

が旗印に掲げた卍の心（私心を捨てて社会に尽

くす心）を受け継ぐ郷土を愛する和装ボランテ

ィア集団です。郷土の歴史や文化を学び、少し

でも地域活性化の手助けになればという想いか

ら立ち上げました。和装と言っても着物にブー

ツという「洋」を取り入れた様式で、歩きにく

さや堅苦しさを取り除いたスタイルになってい

ます。津軽姫スタイルは、弘前城のような和風

建築物やレトロな洋館が多く存在する弘前の景

観にとてもよく似合います。
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（３）学校と地域をつなぐ人材の活用と組織づくり

①学校と地域をつなぐ人材とは

学校の教職員は勤務校の地域に住んでいないことも多く、キャリア教育を推進していく時、

協力していただける人材や団体の情報が少ないことが考えられます。

そのような時に、学校のニーズを地域に伝える窓口になる人材と地域の教育資源（ヒト・モ

ノ・コト）を掘り起こし、その情報を集約し、学校に伝えてくれる人材が「学校と地域をつな

ぐ人材」です。

例えば

（学校のニーズを地域に伝える窓口）

○管理職 ○ PTA 役員 ○学校支援ボランティア など

（地域の情報を集約し学校に伝えてくれる人材）

○社会教育主事 ○社会教育関係職員 ○地域活性化の地方公共団体部局

○経済団体 ○ NPO ○キャリア教育コーディネーター など

②学校と地域をつなぐ人材の活用

学校が地域とつながるためには、学校と地域をつなぐ人材を発掘し、活用していく必要があ

ります。そのためには、諸教育活動の中で地域との連携を推進し、活動を継続、改善していく

中で情報を地域に発信するように努めていく必要があります。そのような積極的な活動によっ

て連携の輪が広がっていきます。

また、地域にいるキャリア教育コーディネーター等を積極的に活用することも大事です。

③組織づくりの進め方

学校と地域との連携を進めるためにキャリア教育推進協議会などを設置する方法があります。

その場合、次のような手順で行いましょう。

ア 地域にどのような活動や団体があるか情報収集します。

イ 学校のニーズを共通理解し、集約します。

ウ 連携する団体の活動目的を理解した上で協力を依頼します。

エ 推進協議会の中に実際に活動を行う代表者とコーディネート

する者が協議する場（部会、会議など）を設けるようにします。

※ 地域にキャリア教育コーディネーターがいる場合には、ア～ウ

のことをお願いすることができます。

④期待される効果

ア 推進協議会の中で多様な立場でキャリア教育について話合うことで、新たな発想や活動の

展開が期待できます。

イ 学校関係者以外の方と連携することで、地域のキャリア教育についての認識が広がります。

⑤留意点

ア 協力してくれる地域団体と学校双方に互恵性が生まれる活動を行うように努めましょう。

イ 地域団体の活動と教育活動を関係付けられないかという視点で見直しましょう。

ウ キャリア教育が継続的に展開できるように相互に無理がない活動を計画しましょう。
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学校と地域団体が連携した「キャリア教育推進協議会」

三八地域キャリア教育推進協議会

■ポイント

研究指定校と連携団体をもとにした推進協議会と各団体担当者が協議する担当者会議を組

織し、相互の事情を理解しながら活動計画を立てることで、円滑に連携することができます。

１ 推進協議会の構成

○研究指定校（各校の校長、担当者 計６名）

○南部町教育委員会（総務課・社会教育課の課長、担当者 計４名）

○南部町農村交流推進課（課長、担当者 計２名）

○南部町商工会（会長１名）

○三八教育事務所（教育課長、社会教育主任、担当者 計３名）

２ 担当者会議

○研究指定校担当者（３名）＋南部町教育委員会（２名）＋南部町農村交流推進課（１名）＋三八教

育事務所（２名）

※担当者が一堂に会し、各校の活動の現状報告や連携事業に対しての意見交換を行います。

３ 推進協議会会議

○年に２回、一堂に会し、活動の計画や報告を行い意見交流と共通理解を図ります。

研究指定校・保護者
（剣吉小・名川中・名久井農高）

南部町教育委員会
（総務課・社会教育課）

名川地区青年団
「ファン・ファン」

南部町商工会

南部町農村交流推進課

NPO
「青森なんぶの達者村」

推進協議会

担当者会議

達者村づくり委員

仕出し業者・飲食業者
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意図を明確にした外部講師リスト
西北地区キャリア教育推進連絡協議会

■ポイント

教科や道徳、総合的な学習の時間などの授業を行う際、「こんな人が外部講師・ゲストテ

ィーチャーとして来てくれたら授業で活用できる。」ということを考えておくことが授業づ

くりのヒントになります。

（西北地区キャリア教育推進協議会作成、一部修正）

５ 横の連携

このようなリストを作成することで次のような効果が期待できます。

○授業の中でキャリア教育を進める視点ができます。

○コーディネートする人が参考にし、人材を長期的に探したり、検討したりするこ

とができるようになります。

○依頼する学校側の意図を明確にすることで、適切な人材を得ることができます。

学校 考備容内面場材人・種職

小 よさこいソーランを指導できる方
体育の授業で
（学習発表会等で）

よさこいソーランの踊り方と踊りの楽しさを伝えてもらいたい

小 昔遊びを教えてくれる方 総合的な学習の時間で 昔の遊びを通して、子どもたちとコミュニケーショを積極的にとってもらいたい。

。いたいらもてえ伝をさし楽とさよの器楽和、奏演をどな琴・線味三・鼓太和で業授の賞鑑の楽音者奏器楽和小

小 夢を語ってくれる方 道徳の授業で 努力すること，あきらめないことの大切さを語っていただきたい
高見盛　関
福士　加代子さん

小 地域社会に貢献している方 道　徳
地域・社会貢献をしたり，自分の夢や趣味を追い求め，いくつになっても輝きを
はなっている年配の方の人生観を学ぶ。

。うらもてし話講ていつに現表己自たし通を品作，りたし賞鑑を品作工　図トスィテーア小

小 戦時中のことを話してくれる方 社会科
戦時中の暮らしの様子やその頃の状況，苦労をどのように乗り越えたのかを話
してもらいたい。

徳道や動活級学官衛自小
被災地の現状や人々がどのように協力して苦難を乗り越えようとしていのかを伝
えてほしい。

小 板中生（卒業生） ２０分の集会（講話）

〈１年〉特に頑張っていることや友人関係
　　 （中１ギャップを乗り越えている精神力やたくましさ）
〈２年〉勉強と部活動の両立
    （先輩と後輩がいるポジションで）
〈３年〉高校進学に向けての勉強や３年間の中で思い出に残ったこと
　　（○○になりたいでなくても，とりあえず○○高校に合格できるように頑張って
いる空気）

小 板高生（卒業生） ２０分の集会（講話）
特に頑張っていることや夢，小学校時代の様子，今の小学生にアドバイスしたい
こと等のお話し。

小 看護師や介護士 ２０分の集会（講話） 仕事に対する姿勢や責任について教えてもらいたい。

で習実理調の科庭家人理料小
家庭科での実習支援を通して、料理の楽しさや飲食店の可能性を教えてほし
い。

小 アナウンサーなど話しを職業にしている国語や学級活動
・わかりやすい話し方の仕方を教えてもらいながら仕事の苦労や楽しさを教えて
もらいたい。

小 ねぷたやたこを作れる方 図工や総合 ・ねぷた絵やたこ絵の描き方を通して、まつりを通して郷土のよさを伝えてほし
い。

小 昆虫や鳥など生き物に詳しい方 理科、総合
・観察の仕方や採取の仕方などを教える活動を通して、昆虫や自然の魅力につ
いて伝えてほしい。

小 津軽塗りやこぎん刺ができる方 図工や総合などで 制作体験活動の指導を通して、伝統工芸品を守っていくことの大切さを教えてほ
しい

中 戦時中大変な体験した方 社会科の授業で 戦争の悲惨さと、現代の私たちに望むことを伝えてほしい。

中 日本原子力文化振興財団 理科
放射線の性質についての指導を通して、私たちがどのように放射線とつきあって
いくべきいかを伝えてほしい。

中 JAXAの人、科学者、開発者 理科 理科の学習が、将来こういう風に役立っているとお話ししてもらいたい

中 新入社員用研修の担当の方 職場体験前に
接客マナー研修や新入社員用ビジネスマナー研修を通して立ち振る舞いの大切
さを指導してほしい。

。いしほてしンョシッカスィデていつに夢の来将、さ良の元地や本日会集・活学生学留人国外中

中 お菓子屋さんの人、パティシエ 学活、集会、総合
仕事の苦労や楽しさ、必要とされる能力などについて具体的に教えてほしい。

。いしほてえ教ていつに望展のへ来未やさよの町柳板合総員職場役中

中 料理上手なおばあちゃん 家庭、総合
伝統料理、魚のさばき方、保存食などを紹介してもらい、郷土のすばらしさを伝
えてもらいたい。

中 管理栄養士など 家庭、総合 調味料の不思議さや料理の魅力について伝えてほしい。

中 農家の人、農協の人 技家、総合 栽培の仕方、育て方、りんご

中 保健師、保育士 家庭、保健
からだのつくり、成長、赤ちゃん、性教育、幼児ふれあいなどを教えてもらいなが
ら、仕事の魅力や大切さを伝えてもらいたい。

中 編み物、手芸品づくりの得意な人 家庭
伝統工芸品づくり、あみもの、手芸品づくりを通して、手作り製品のよさを伝えて
ほしい。

外部講師・ゲストティーチャー「こんな人に来てもらいたい」リスト

ポイント
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地域の教育資源が有効に活用される学習プログラム

小・中・高等学校が地域の活動と連携した活動例
三八地域キャリア教育推進協議会

■ポイント

・地域の活動と各校の教育活動を関連させることで、複数の学校と連携する活動を作り出す

ことができます。

・小・中・高等学校が身に付けさせたい能力を明確にして実践しています。

・学校と地域が連携した活動を継続することで、新しい活動が生まれ、団体との連携も広が

っていきます。

【活動の概略】

南部町農村交流推進課が町の活性化のために企画した「地元食材を使って、巨大弁当（縦３ｍ、横４ｍ）

を作る」という計画に小・中・高等学校が学習や研究活動で協力した活動です。

○小学校：総合的な学習の時間で行われていた「地元の産物調べ」の発展として「地元食材を使った惣菜」

のイメージ画を描きました。

○中学校：小学生が描いた「お惣菜イメージ画」をもとに家庭科の時間を使って、レシピを作成しました。

○高等学校：調理研究を行うグループが栄養士の指導を受けながら、弁当に適した惣菜を選考しました。

「NPO 青森なんぶの達者村」の方々と連携して巨大弁当作りを実施しました。

○農村交流推進課：計画作成、連絡調整や資金、物資面での支援や援助を行いました。

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下
３月４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月

剣
吉
小
学
校

名
川
中
学
校

名
久
井
農
高

南
部
町

Ｈ
２
５
版

達
者
弁
当

完
成
試
食
会
・
お
披
露
目

＜家庭科＞

郷土料理
の試作・サ
ンプル・レ
シピ作り

レシピの蓄積

弁当製作と販売の連
携計画づくり

実習として小・中の栽培活動
や農業体験を支援

達者弁当づくりグルー
プ募集

農村交流推進課・ＮＰ
Ｏ青森なんぶの達者

村との連携

社会教育課：小・中・高の体験活動に対する外部指導者の紹介等の人的
支援

レ
シ
ピ
の
選
考

名
農
祭
・
研
究
成
果
展

示

町農村交流推進課
・「達者弁当」完成にむけての企画・準備

・小・中・高等学校への支援

「みんなで作ろう　達者弁当」　小・中・高等学校連携イメージ図（社会とつながる力・ふるさとを誇りに思う気持ち）

・地域からの情報を得
て、いろいろな職業や
生き方を知る。

活
動
の
評
価

活
動
の
評
価

活
動
の
評
価

自
校
の
取
組
に
つ
い
て
の
共
通
理
解
・
計
画
作
り

・総合的学習での郷土学習

２年：農業体験

＜総合＞

郷土の産
物とその
由来

郷
土
料
理
ア
イ
デ
ア
提
供

＜総合学習＞
３年：地元の産物

３年：地元の産物調べ

４年：農産物栽培

５年米作り

６年：自分の進路を見つめよう

・キャリア教育の理解

・地域の若者との交流

・地域の特性や「自分と
のかかわりについて知
ろうとする心

・体験活動を通して社
会生活の意義や働く人
の思いを知る。

・学習した事、経験した
事を地域の発信しようと
する心

・郷土のよさや文化を知
り、その知識や経験を
生かそうとする心

・地域のよさを再確認す
る。

・奉仕活動や実習など
の体験的な学習を通し
て、働くことの意義を理
解する力
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領域

・地域の食材を生かした料理を調

・農作物を作る苦労や楽しさ、工夫

・農業は大切な産業であることを

・地域の人々との交流を通し、郷土

　に対する愛着心をもつことができ

人
間
関
係
形
成
能
力

　他者の個性
を尊重し、自
己の個性を
発揮しなが
ら、様々な
人々とコミュ
ニケーション
を図り協力・
共同して物事
に取り組む。

【コミュニケー
ション能力】
　多様な集
団・組織の中
でコミュニ
ケーションや
豊かな人間
関係を築きな
がら、自己の
成長を果たし
ていく能力。

小・中・高連携「達者弁当を作ろう」学習プログラム＜社会とつながる力・ふるさとを誇りに思う気持ち＞

 ・自分が住む町の産業に興味をも

・農作物を作る体験をする。

　を調べる。

・自分が住む町の農業の現状を　

　調べる。・みんなの前で話そうとする。

・地域で働く人々に興味をもつ。

・地域の食材を協力して調べる

　べる。

・地域の食材を生かしたを生かした

職能的（進路）発達段階

現実的探索・試行と社会的移行の準備の時期

・選択基準としての職業観・勤労観の確立

職能的（進路）にかかわる諸能力
領域説明 能力説明

職業的（進路）発達を促すための能力・態度を育成することが期待される具体的な能力・態度

 ・身のまわりの仕事や環境への関心・意欲の向上

 ・夢や希望、憧れる自己イメージの獲得

・勤労を重んじ目標に向かって努力する態度の育成

・興味・関心に基づく職業観・勤労観の育成

・進路計画の立案と暫定的選択

・生き方や進路に関する現実的探索

・将来設計の立案と社会的移行の準備

・進路の現実吟味と試行的参加

・異年齢の人や異性等、多様な他者と、場に応じ・自分の意見や気持ちをわかりや

低学年 中学年 高学年
名久井農業高等学校

現実的探索と暫定的選択の時期

・自己理解の深化と自己受容

剣吉小学校

進路の探索・選択にかかわる基盤形成の時期
得獲の感用有己自と解理己自的定肯・展発・成形の心関的極積のへ者他び及己自・

名川中学校

・小、中学校の栽培活動の支援を行う。

・地域の特産物について興味をもち、調べる。

・達者弁当の事業を理解し、地元食材を使った料理

　を作る。

・地域の方々と交流し、達者弁当を完成させる。

・農産物の生産から、加工、流通までを考えた農業

　の可能性について考える。

・町役場の方やＮＰＯの方とともに町の活性に役立

・栽培活動を通して、地域の特産物に関心をもつ。

・地域の特産物についての歴史と、自分が住む町の

　変化や農業の変化等調べる。

・地域の特産物を使った料理を調べる。

・地元食材を使った弁当のためのサンプルを考える

・小学生や地域の方々との交流を進める。

・地域のイメージを向上させる包み紙を考える。

　ることでよりよい生活を送ること

　ができることに気づくことができ

目
指
す
児
童
生
徒
の
姿

・地域で多くの農産物が生産され

　ていることを理解することがで

・地域のよい面を残し、みんなに教

　えようとする意欲をもつことがで

　きる。

・みんなが色々な仕事を分担して

　いることを理解することができる。

・一人一人の仕事が関連している

　ことを理解することできる。

・一人一人が約束を守り、仕事をす

　きる。

　理解することができる。

　る。

・過去から現在までの地域の特産物とその由来を

　調べ、自分たちが住む地域の変化を理解する。

・地域には昔から特産物を生かした料理が存在して

　いたことを知り、それを作りたいという意欲を高め

・小学生のアイデアを生かしたり、地域の方々から

　きたいという気持ちをもつことができる。

てっ守を土郷てし力協、てし通を動活るすりたっ。るきでが　 い

・南部町は農業を中心とした町で

あることを理解することができる。

・農産物を生産する苦労や楽しさ、

　工夫を理解することがでいる。

・南部町の農業の現状について知

　る。

　よって変わってきていることがわかる。

主
な
児
童
生
徒
の
活
動 ・南部町のイメージを表現する。

・農産物の行方と、関わっている人

・地域を活性化するために協力で

　きることを考える。

　惣菜を考えるたり、聞いたりする。

・郷土の産物とそこに生きる人々の

　ことを認識する。

・家で手伝いをする。

・係の仕事をする。

・与えられた仕事をしっかりやり遂

　げる。

・学校で働く人々に興味をもつ。

・挨拶や返事を元気よくする。

　つ。

　ことを考え、行動する。

　が手の人のく多てし連関に業農・。る　

　関わっていることを理解すること 　栽培の援助を受けたり、料理について教えてもら

　かり、将来に対し希望をもつことができる。　

・農業以外の仕事についても多くの可能性があるこ

　ることで自己肯定感を高めることができる。

・農業の可能性と良さを理解し、進路の広がりが分

・小、中学校の栽培活動の支援を行い、学んだ事が

　人の役にたっていることを認識することができる。

・地域にあった特産物を調べ、生産することが地域

　の活性化につながることを理解することができる

・町の事業「達者弁当」作りを通して、地域に貢献す

　り発展させる手立てを考えるこ

　とができる。

・地域の農産物には、今と昔に違いがあり、時代に

　を調べる。

○２学年生活科

　「野菜を育てよう」

　とがわかり、進んで自分の将来について考えるこ

○２学年生活科

　「わたしたちの町大好き」

～スーパーマーケット弁当の

　食材～

○４年総合的な学習の時間

「町の名産品を育てよう」

～りんごづくり～

○総合的な学習の時間（３学年選択）

　①地元の特産品について調べる

②小学生のアイデアを生かした惣菜のレシピを考

　　える。　

　とができる。

指
導
す
る
教
科
・
領
域
等

③地域の方々からの協力を得て、料理を試作し、地

　食材を生かした惣菜を提案する。

④地域の食材のすばらしさと、多くの人とつながるこ

　のよさを実感し、自分の考えをまとめる。

○５年総合的な学習の時間

「地域から学ぼう」

～米づくり～

○５年家庭科

「達者弁当作成のアイデアを考

　　えよう」

○３年総合的な学習の時間

「リサーチ！町のお仕事」

～農家のお仕事（ごぼう堀）～

　た適切なコミュニケーションを図る。

・リーダー・フォロアーシップを発揮して、相手の

　能力を引き出し、チームワークを高める。
・自己の思いや意見を適切に伝え、他者の意思
等

・新しい環境や人間関係を生かす。

　を的確に理解する。

・他者に配慮しながら、積極的に人間関係を築こう

　とする。

・人間関係の大切さを理解し、コミュニケーションス

　キルの基礎を習得する。
・リーダーとフォロワーの立場を理解し、チームを
組
　んで互いに支え合いながら仕事をする。

・新しい環境や人間関係に適応する。

・異年齢集団の活動に進んで参
加し、役割と責任を果たそうとす
る。・思いやりの気持ちを持ち、相手
の立場に立って考え行動しようと
す
　る。

　すく表現する。
・友達の気持ちや考えを理解しよ
う
　とする。
・友達と協力して、学習や活動に
取
　り組む。

・挨拶や返事をする。

・「ありがとう」や「ごめんなさい」

・自分の考えをみんなの前で話
す。

　を言う。

○総合実習

参加生徒：全校生徒から公募した有志

①どのような大きさの弁当を作るかを設計す

る。

②設計を元に必要な材料を計算し、割り出

す。

③メニューによって調理に適当な場所を検

討する。

④メニューごとに具体的な調理計画を立てる。

小・中・高等学校で育成する具体的な姿を明確にし、行う活動を一覧

にしてまとめた学習プログラムを作成することで、互いの活動について

の共通理解が図られ、よりよい連携を行うことができます。
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【活動の広がり】

「巨大達者弁当づくり」の活動が平成２５年度には「弁当販売」の活動へと広がりが見られました。

○農村交流推進課：町長の提案で、「巨大達者弁当」を仕出し弁当化し、販売計画の立案を行いました。

「達者弁当」のレシピを蓄積し、地元仕出し業者等に提案しました。

地元仕出し業者を呼んで「達者弁当お披露目会」を開催しました。

○小中学校：「達者弁当作り」の活動を総合的な学習の時間や家庭科の指導計画に中に位置付け、活動

を継続しました。

販売される達者弁当の包装紙のデザインを提供しました。

○高校：新設された「商品開発」の科目で「達者弁当」販売についての改善・活用の研究を行いました。

○他団体：町内仕出し、飲食店業者の「達者弁当お披露目会」への参加と市販化の検討を行いました。

「達者弁当お披露目会」に「達者村づくり委員」の方々が新たに協力してくれました。

巨大達者弁当完成

「広報南部町」で取り上げられた記事

生徒が作った包装紙に包まれ
販売される達者弁当

○図工や美術の時間で包装紙のデザインを考えさせるとき、広告店の方や

デザイナーなどを外部指導者として招聘する。

○児童生徒が弁当の販売活動に関わる。

などの工夫で、更に職業観の育むことができます。

ポイント



―  107  ―

資 料

郷土の先輩の生き方に学ぶ

野田 公俊（のだ まさとし）氏 プロフィール

1951 年 八戸市生まれ。

（青森県八戸市立長者中学校、青森県立八戸高等学校、東北大学を経て）

1983 年 東京大学大学院医学研究科博士課程修了。医学博士号を取得。

1984 年 日本細菌学会黒屋奨学賞受賞。

1985 年～ 1988 年 アメリカ合衆国国立衛生研究所(NIH)に留学。客員研究員。

1990 年 千葉大学医学部微生物学第二講座・教授。

2007 年 千葉大学大学院副医学研究院長

2008 年 文部科学大臣表彰「科学技術賞（理解増進部門）」受賞

2009 年 日本細菌学会理事長

2009 年 記念文化褒章受賞（八戸市市制施行 80 周年）

2013 年 日本細菌学会浅川賞受賞

2013 年 日本学術振興会 ひらめき☆ときめきサイエンス推進賞受賞

現在、「子供達の理科離れ防止の教育講演」を全国的に展開。

　日米医学協力研究会コレラ専門部会員で国際交流も積極的に進めている。

鈴木 誠（すずき まこと）氏 プロフィール

1966 年 青森市生まれ。

（青森県立青森高等学校、慶應義塾大学商学部を経て）

1988 年 東洋信託銀行（現・三菱ＵＦＪ信託銀行）に入社。

1998 年 約１０年勤めた東洋信託銀行を退職。

慶應義塾大学院経営管理研究科（ビジネススクール）入学。

２年間のリサーチ活動の末、日本の農業再生ビジネスの必要性と可能性を

発見。

2000 年 同研究科を卒業。

2001 年 日本ブランド農業事業協同組合の設立に参加し、事務局長に就任。

2003 年 株式会社ナチュラルアートを設立。代表取締役に就任。

農業コンサルティング（再生事業、マーケティング、ファイナンス）を事

業内容とし、設立から５年半で、年商１７０億円の企業体に成長させる。

主な著書 『脱サラ農業で年商１１０億円！元銀行マンの挑戦』（角川書店）

『「水」の力、「土」の力』（日本生産性本部）

　本県の児童生徒のキャリア発達を促すには、さまざまな経験をされた、本県出身の先輩方
の生き方や価値観に触れることが極めて有効です。
　ここでは、下記のお二人から御協力をいただき、それぞれの半生を文章資料としてまとめ
ました。児童生徒は、ここから多くのことを学び、将来の生き方について考えてくれるもの
と思います。各校におきましては、お二人の生き方を児童生徒の実態に配慮しながら紹介い
ただければ幸いです。


